
み
な
さ
ん
は
「
原
発
ゼ
ロ

基
本
法
案
」
が
今
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
私
は
恥
ず
か

し
な
が
ら
六
月
一
日
に
行
わ

れ
た
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
の

成
立
を
！
市
民
と
野
党
の
共

同
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
参
加
す

る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
は
三
月
九
日
に
立
憲
民

主
党
と
共
産
、
自
由
、
社
民

の
野
党
四
党
と
無
所
属
議
員

の
手
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て

い
た
の
で
し
た
。
し
か
し
提

出
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
す

ぐ
に
審
議
に
入
る
わ
け
で
は

な
く
、
審
議
さ
れ
な
い
状
態

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
許
さ
ず
一
日
も
早
い

国
会
審
議
を
求
め
よ
う
と
い

う
の
が
、
こ
の
集
会
の
主
旨

で
す
。

こ
の
日
、
立
憲
民
主
党
が

ま
と
め
た
「
原
発
ゼ
ロ
社
会

変
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
解
説

を
努
め
た
の
は
同
党
の
山
崎

誠
議
員
（
経
済
産
業
委
員
会
）

で
す
。
「
単
な
る
電
気
の
話

で
は
な
く
、
社
会
を
変
革
す

る
話
だ
」
と
彼
は
言
い
ま
し

た
。
法
案
の
起
草
も
彼
が
大

部
分
し
た
そ
う
で
す
が
、
こ

の
法
案
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ

て
は
全
国
一
八
カ
所
で
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

二
〇
〇
〇
人
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

法
案
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
の

基
本
方
針

◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底

（
二
〇
三
〇
年
に
二
〇
一
〇

年
比
電
力
消
費
マ
イ
ナ
ス
三

〇
％
）

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
導
入
（
二
〇
三
〇
年

に
電
力
の
四
〇
％
以
上
）

省
エ
ネ
支
援
、
建
築
物
断

熱
化
、
熱
利
用
徹
底
、
電
力

系
統
強
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
（
規
制
緩
和
）
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合
制
度

な
ど
に
よ
り
省
エ
ネ
・
再
エ

ネ
を
強
力
に
推
進

◎
原
発
に
関
す
る
方
針

・
新
増
設
、
リ
プ
レ
ー
ス
は

当
然
認
め
な
い

・
運
転
延
長
は
認
め
な
い

（
四
〇
年
で
必
ず
廃
炉
）

・
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
、

核
燃
サ
イ
ク
ル
事
業
は
中
止

す
る

・
原
発
、
関
連
施
設
立
地
地

域
へ
の
支
援
を
行
う
（
雇
用
、

第２８３号 ２０１８年６月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( ８ )

「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
」

成
立
を
勝
ち
と
ろ
う



地
域
振
興
策
な
ど
）

・
廃
炉
へ
の
支
援
、
電
力
会

社
へ
の
損
失
補
て
ん
を
行
う

以
上
の
よ
う
な
基
本
方
針

で
五
年
以
内
に
全
原
発
の
廃

炉
を
決
定
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
の
実
現
は
、

未
来
へ
の
希
望
で
あ
る

こ
の
小
見
出
し
の
文
言
は

法
案
前
文
の
一
部
分
で
す
。

「
（
三
月
十
一
日
の
福
島

第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
避

難
、
健
康
上
の
不
安
、
原
発

の
危
険
性
）
こ
う
し
た
現
実

に
直
面
し
た
今
日
、
我
々
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
原
子

力
政
策
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
、
こ
れ
に
協
力
し

て
日
本
の
経
済
社
会
を
支
え

て
き
た
地
域
の
経
済
の
発
展

を
促
進
し
つ
つ
、
全
て
の
実

用
発
電
用
原
子
炉
等
を
速
や

か
に
停
止
し
、
及
び
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
電
気
の
需
要
量
の

削
減
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
増
加
に
よ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
を
転

換
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
責
務
が
あ
る
。

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
の
実
現
は
、
未
来
へ
の

希
望
で
あ
る
。
」

こ
う
い
う
理
念
で
作
成
さ

れ
た
法
案
を
ぜ
ひ
実
現
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。

「
原
発
ゼ
ロ
」
の

議
員
を
選
ぼ
う

こ
の
日
、
共
産
党
の
辰
巳

さ
ん
、
自
由
党
大
阪
府
連
の

渡
辺
さ
ん
に
代
わ
っ
て
う
つ

み
さ
ん
、
社
民
党
の
服
部
さ

ん
、
立
憲
民
主
党
大
阪
府
連

の
長
尾
さ
ん
が
出
席
し
て
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
い
ま
し
た

が
、
服
部
さ
ん
は
、
「
今
回

ダ
メ
で
も
法
案
を
出
し
続
け
、

そ
の
間
に
国
会
の
構
成
を
変

え
て
い
こ
う
」
と
提
案
し
ま

し
た
。

国
会
の
中
だ
け
の
運
動
で

は
、
こ
の
法
案
を
成
立
さ
せ

る
の
は
困
難
で
す
。
市
民
と

野
党
が
協
力
し
て
、
世
論
を

高
め
、
選
挙
で
原
発
ゼ
ロ
を

共
に
た
た
か
う
議
員
を
当
選

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
こ
の
原
発
ゼ
ロ
基
本
法

成
立
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人

の
意
識
が
社
会
を
変
え
る
の

で
す
。

集
会
の
最
後
に
大
島
理
森

衆
院
議
長
あ
て
の
「
原
発
ゼ

ロ
基
本
法
案
」
の
早
急
な
国

会
審
議
を
求
め
る
要
請
書
を

参
加
者
一
同
の
拍
手
で
確
認

し
採
択
し
ま
し
た
。

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

Ｎ

第２８３号 ２０１８年６月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( ９ )


